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でな く、 私の この 肉体 を も、 蒼白く 萎びさして しまう _ 

ああせ めて、 力一杯にぶ つかって ゆけ る もので も あつ 

たら …… 。 然し この 都会の 真中で は、 人の 体力 を 要求 

する ような もの は、 何 一 つと してない。 鍬 を 取って 掘 

り 返すべき、 一隅の 地面 もない。 鋸 や 斧 を 振うべき、 

一片の 木 株 もない。 息の 限り 走り 廻られる、 広々 とし 

た 草原の 面影 もない。 そして 生活 は、 大地 を 離れた 繁 

忙な 事務の 中に 閉じ籠め られ、 一 つ 所に 動きが とれぬ 

ほど 固定され、 毎日 同じ こと を 繰 返す 機械の ようにな 

されて、 額に にじみ 出る 汗 は、 筋肉 を 働かせる ことか 

ら 来る 力強い 爽快な 汗ではなくて、 日光と 空気と が不 



け てること に 気付いた。 それ は 肺病 やみら しく 痩せ 

細って る、 背広 をつ けた 中年の 男だった。 古ぼけた 麦 

稈帽の 下から、 日に 透したら 血管が 浮いて いそうな 耳 

朶と 〔# 「耳朶と」 は 底本で は 「耳 孕と 匕、 艷 のない 蒼 ざ 

めた 頰の 皮膚と が、 ちらちらと 見えて いて、 その あた 

りへ、 私の 眼 は 熱つ ぼく 据えられ ており、 私の 両の拳 

は、 懐の 中で 握り しめられ ていた。 私 は その 男の 横つ 

面 を、 が— んとー つ 引つ 叩いて やる つもり だったらし 

い。 何故だった か 9 …… 余りに 人間が 多すぎる。 機械 

的な 生活に 窒息され かかつ てる 人間が 多すぎる。 そし 

て、 この 男 も 自分自身 も、 余りに 惨めす ぎる。 出口が 



横町の 中には、 人影 も 見えなかった。 或は 私の 方 を 見 

てる 者が あつたと しても、 私 は その 注意の 僅かな 隙間 

を 窺って、 やはり 決行して いただろう。 横町の 出口に 

つつ 立って、 一寸 あたり を 見廻して、 私 は 右手 を 振 上 

げざ ま、 向う の 硝子 店の 中の 大鏡を 目標に、 力の 限リ 

投げつ けて やった。 続いて すぐに、 左手の やや 大きな 

E 塊 を も、 右手に 取って 投げつ けた。 石 は 何処に 落ち 

たか 分らなかった が、 ぱっと 硝子の 壊れる 気配が して、 

次に はや や 大きく、 硝子の 破片が 四方に 乱れ飛ぶ、 痛 

快な 響と も 光と もっかない 擾乱が、 静まり返 つてる 玻 

璃宫の 中に 起った。 とその 瞬間に、 番頭が すっくと 立 



蔑す るの が 間違いです。 僕 一個の 考えです が、 世の中 

に 凡そ 一 定の形 を 具えて る もの はみ な 尊敬すべき です。 

生命の ある もの は 勿論です が、 無 生の 器具で も、 それ 

に はみ な、 それ を 掊らぇ 上げた 人間の 労力が 籠って い 

る ものです。 例えて 云えば、 貨幣 は 単なる 紙 や 金属で 

はなくて、 人の 労力 を 具体化した ものであると 同じよ 

うに、 器物 もみな、 それ を 掊らぇ 上げた 人間の 労力 を 

具体化し てる ものです。 だから 器物 を 毀す という こと 

は、 人間の 労力 を 毀す ことで、 本当の 意味から 云えば、 

可な り 重い罪 悪になる のが 当然です ご 

「けれど それ を斿ら えた 人 は、 もう それだけの^ 随を 



て も、 私に とって は 真剣な の だ。 而も 私の そうした 苦 

しみの 底からの 反抗が、 殆んど 常軌を逸した 行為が、 

何 を 以て 報いられ たか。 この 都会 は、 私が 投じた 波紋 

を 平然と 呑み込んで、 小 揺ぎ 一 つし なかった の だ。 私 

がた とい 幾度 石 を 投げ込もうと、 あの 硝子 店 はすぐ 元 

通りの 姿で 輝き 出す ことだろう。 そして 私 一 人が 恐れ 

おののいて、 下宿と 横町と でしめ くくられた 同じ 道筋 

を、 競馬の 馬の ようにぐ るぐ ると 逃げ走る ことだろう _ 

何とい うちつ ぼけな 惨め さだろう！ 一層の こと、 こ 

の 身体 もこの 生活 も、 そっくり 都会の 中に 呑み込まれ 

て、 その 泥土の 中に 埋まって しまう がいい。 



けれども、 空つ 腹に 酒が 廻る に 従って、 底 濁りの し 

たうず うずした ものが、 私の 身内に 頭 を もたげて きた _ 

今迄の 鬱悶が 多く 精神的な ものであると するならば、 

此 度の は 多く 肉体的な ものだった。 私 は あたりの 人々 

を 見廻した。 そして、 底光りの する 眼 を 輝かして る 労 

働 者 達の、 どす 黒い 血潮 を 頭の 中に 映して みた。 自然 

を 奪われて いる 彼等 都会 労働者 等の 生活が、 如何に 悲 

惨で あるか を、 私 は 自分が よく 知って る 田舎の 農夫 生 

活と 比較して、 ほぼ 想像す る ことが 出来た。 また その 

悲惨な 生活から 醸される 咽つ ぼい 淫蕩な 雰囲気 を も、 

ほぼ 想像す る ことが 出来た。 人間 は 容易な ことで は、 
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